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令和元年度 第３回 大阪府立みどり清朋高等学校 学校運営協議会 記録 

 

日時：令和２年２月３日（月）１１時００分～１２時３０分 

場所：本校校長室    記録：阿尾 

 

１．会長挨拶 

 

２．校長挨拶 

     

３．第２回授業アンケート結果【校長・教頭】[別紙資料] 

  ・12月に生徒約770名で実施。 

  ・過去４年間のデータと比較して、８～９の満足度、１～９の平均値とも、上昇している。 

  ・６番「生徒が自ら考える時間や発表する活動を多く取り入れている。」7番「先生は生徒の意見や要望を

取り入れ、授業改善に生かしている。」の伸びがあると分析している。 

  ・記述の意見については、別途教員に渡している。教員は、1回目の意見を受けて改善に役立てている。 

 質問・意見 

  ・座学の質問と実技の質問が分かれているのはどうアンケートに反映されているのか？ 

   →科目によって質問を変えている。 

  ・年々数字が伸びているのは、先生方の努力の賜物かなと感じている。 

 

４．Ｒ元「学校教育自己診断」について【首席】[別紙資料] 

  ・５年の経年変化をグラフにしている。 

  ・生徒については、28項目中、昨年度より21項目でよくなっている。 

  ・保護者については、27項目中、14項目でよくなっている。 

  ・教職員については、延びているものと落ちているものとがある。 

  ・生徒については、本校が示している「４つのチカラ」の中の「コミュニケーション力」に関する項目で

大きく伸びている。 

  ・保護者については、「わからない」を選択肢に入れているので、質問によっては100人以上が「わからな

い」になっていることもある。それを抜いた数で％を計算している。（昨年と同様） 

  ・教職員については、ガタンと下がっているのがいくつかある。例えば、「18．教員の間で、授業方法等

について検討する機会を積極的に持っている。」で、話し合う機会を入れていかなければならないのと、

教員の持ち時間数がどんどん増えていて空き時間に打ち合わせをしにくくなっているのも原因。 

  ・そのことも影響しているのか、「21．学年・分掌・委員会等の組織間の連携がうまくいっている。」も、

昨年度のこの会議で35.3％と低いのはどうなっているかと指摘を受けたが、今年はもっと下がって

21.2％となった。なぜ下がったのかをしっかり分析し、どのように改善できるのかを考えなければなら

ない。 

  ・「27．本校では、教室・廊下など清掃が行きとどいている。」が急に下がった。放課後の時間の余裕が先

生も生徒もなくなってきているのかもしれない。 

 ※教職員からの意見 

  ・掃除に関しては、技術職員がいなくなって２月から委託になり、仕様書に記入したが、予算の関係があ

るので調整しながら、行っていきたい。 

  ・後の報告にも関連するが、技術職員が正規の配置がなくなりこのような結果となった。また、放課後教
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員が忙しくなり、目が行き届いていないのが現状。生徒も教員も自分の清掃分担を自分たちでしっかり

するという意識づけを高められるよう保健部で話し合っている。あわせて、大掃除の機会を増やさない

といけないかとも考えている。 

 ※委員からの意見 

  ・教員の残業時間がなかなか減っていない。授業時数が増えている。委員会などの会議が放課後に入って

いる。等が連動しているのではないか。以前に委員会の会議を授業時間の間に入れるようにしたら回る

ようになった経験があるので、委員会系を授業のコマに入れるのが一番いいのかもしれないが、授業の

コマが多いということで組めないということかもしれない。選択授業などを減らすということは考えて

おられないのか。授業のコマ数を減らすことで、放課後の空きを作るようにカリキュラムの変更を考え

ていくのはどうか。放課後の空き時間が、清掃活動や部活動の関りとも関連しているのではないか。 

   →普通科総合選択制からコース制に変更した当初は、カリキュラムの変更や選択科目を減らすことはで

きなかった。新学習指導要領が入ってくる中で、中身を精査して考えていく。 

  ・次に、校内的に１講座の人数を何人までにするか。２クラス３展開をどうするか。１講座当たりの人数

が少なければいいのはいいが、そのことによってコマ数が増えている。少人数をとるかコマ数を減らす

かの選択を迫られている。 

  ・教員は、この４年間で２割ほど減らされて、非常に苦しいので、国語や数学の少人数展開をやめ、加配

をもらっている英語だけ少人数展開を行っている。情報の入り込みをなくしたりして窮屈な思いをして

いる。 

  ・一方で、少人数の委員会については、授業時間の中に入れている。分掌の会議なども時間内に入ればい

いのにと思っている。 

  ・義務教育の場でもなかなか会議の時間が取れないので、パソコンを使った情報共有を行っている。毎日

の職員朝礼なども、担当者がパソコンに書いておくことで、朝の読書などの活動で担任が早めにクラス

に行っている。ただ、文章で示されたものと、パソコン上のものとでは、意識の違いがあると感じてい

る。 

  ・掃除に関しても、校内を回っていると掃除ができていない所が気にかかる。汚れた中を子どもたちが使

っているのを想像したときに、子どもたちの心を荒ましてしまう要素があると感じる。 

  ・組織の連携に関して、どこまでやっていいのか、ここまでやったら自分の守備範囲は終わっているとか、

経験のある先生が少なくなりたくさん隙間ができているのではないか。経験のあるものが、隙間を見つ

けて提示していかなければならない。 

 

５．令和元年度学校評価・令和２年度学校経営計画について【校長】［別紙資料］ 

 ＜令和元年度 学校経営計画及び学校評価＞ 

  ・平成31年度の学校評価については、学校運営協議会からの意見として第1回から第3回の内容をまとめた

ものを掲載します。 

  ・中期的目標は３年間の目標ですが、１年間でクリアしたものがある。特に、遅刻の数が５～８％で減っ

ていたのが、12月までで25％減っている。生徒が１クラス減って５％減っているにもかかわらずかなり

減っている。生徒の満足度が上がっているのと関連しているのかもしれない。 

  ・本年度の自己評価は、◎が多くなっている。特に、「２ コミュニケーション力の育成」では全部◎に

なっている。本校の課題である、基礎学力の充実では、教育産業の手を借りて、担任などの指導のもと

「家庭学習時間の確保」がすこしずつ上昇し、生徒に響いていると感じる。教育産業の利用は来年度も

継続して取り組みをすすめていきたい。 

  ・「４ 地域貢献力の育成」に関しては、学校独自に「地域連携指数」（対象数×回数）を作っているが、
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３年前は112、昨年度は440、今年度は780と増えていってる。生徒みんなで行っているのではなく、限

られた生徒が行っており、生徒の認識としてはみんなでやっているという意識がないので、生徒のアン

ケートでは伸びていない。 

  ・地域がどう見ているかということが大きい。今回、プログラミングの授業で北山本小学校と池島学園小

学部に行ったところ、本校の生徒も「もっとやりたい」といい、小学生たちも「良かった」「もう一度

やりたい」「みどり清朋に行きたい」等の感想もある。 

  ・また、「防災」の点でも地域を巻き込んだ実際的な防災訓練をできるように継続して取り組んでいきた

い。近隣の小学校や中学校などとの連携も模索中。 

  ・部活動では、部員数は増えていないが、活動が活発になり充実しているクラブがある。硬式テニス部で

は部員も増え本選に出場できるまでになり、硬式野球部では初めてベスト32に入った。バドミントン部

が４回戦まで勝ち進み、バスケ部もベスト３２に入ったなど、戦績を残している。一方で、途中でやめ

ていく生徒がいる。そこを何とかしなければならない。 

  ・「働き方改革」という点では、昨年度は全国平均（大阪の平均より１時間低い）、今年度は１時間上回っ

ている。仕事のシェアとか合理化を進めていかなければならない。 

 

 ＜令和２年度 学校経営計画及び学校評価＞ 

・ほぼ今年度と同じ内容で、年度末にかけて修正をしていく。 

 

６．本校の教育活動の総括について【３学年および５分掌長より】［別紙資料］ 

 ①１学年－・家庭学習の時間が減少しているので、２年に向けて指導していきたい。 

      ・学習動画平均視聴時間が74.6分、多い生徒では千時間を超えるものもいる。 

      ・コース選択については、目標よりも少ないが、３者面談などで丁寧に話し合った結果である。 

 ②２学年－・一般的に、「中だるみの2年生」と言われているとおり、遅刻の数も学校全体として減少してい

るが、同じ生徒としてみると昨年度より増えている。 

      ・前回の会議で、授業中の集中という点で、よくないことが見られたが、教科担当の協力や廊下

の巡回などで改善されてきている。 

      ・修学旅行では、天候に恵まれ、トレッキングコースに179名希望していたが、体調不良などで

行かなかった生徒が4名、リタイアした生徒が4名で、かなりの生徒が達成できた。 

      ・進路に向けて、進路目標の設定を指導している。 

 ③３学年－・3年生はよく頑張った。体育大会や文化祭などでも、自分たちで頑張って何かを残したいと努

力していたことは評価したい。 

      ・進路についても、夏休み頃から講習などつい最近まで取り組み、最後まで努力した生徒もいる。 

      ・クラブにしても勉強にしても、自分たちで運営してやっていく、自分で自己努力をして頑張っ

ていくというところが、本校生徒には不足しているように思う。自分たちでやっていけるよう

に指導していかなければならない。 

 ④教務部－・ミスを０にするということが、多忙も関連しているのか、０になっていない。 

      ・新教育課程について議論しているが、なかなか進んでいない。 

      ・選択授業を減らして、持ち時間の軽減を進めているが、在学している生徒の中身は変えられな

いので、来年度・再来年度入学生の中身を減らしていかなければならない。そのためタイミン

グが遅くなっていく。それでも、1つのコースに1つの選択を目標に、普通科総合選択制の名残

の選択を減らして、単純な形にしていきたいと、各教科と調整している。 

      ・定期考査や追認考査のルールについて改善していっているところです。 
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 ⑤生徒指導部－省略 

 ⑥進路指導部－・今年度、大阪府立大学の看護学科に初めて国公立大学の合格者が出た。 

        ・英語外部試験の件や筆記試験を入れるといったことでガタガタして、受験生が動揺した中

で、公募推薦までは去年と変わらない合格者を出していた。 

        ・進路指導部の仕事を進路指導部の者だけがするのではなく、いろいろな先生に手伝ってい

ただき、どの先生も進路指導ができるような学校にしていきたい。 

        ・今年度は、3年の先生方に奨学金の書類作成に関わっていただいたり、今年から導入した

スタディプログラムの分析会に毎回担任の先生方に参加していただいたりして、生徒がど

の先生も自分のことを見てくれているという感じが持てるようになってきている。 

 ⑦保健部－・「基本的生活習慣の確立」に関しては、今年度目標を達成することができた。 

      ・「自分の健康を自己管理できるよう育てる」に関しては、広報的な呼びかけが少なかった。 

      ・美化活動については、先ほど説明したので割愛。 

      ・「心の教育を充実させる」に関しては、目標を達成することができた。講演に関しては、事後

指導を行うことができた。 

      ・年に数回の講演では、不十分なので、総合的な探求の時間などを活用していきたいと思う。 

 ⑧総務企画部－・携帯連絡網の充実、加入率の向上をはかる。 

        ・ホームページの内容向上で中学生への情報提供をする。 

        ・学校説明会の内容の充実と生徒主体の運営を目指す。 

        ・中学校訪問の内容検討、特に1年の生徒の状況を詳しく書いてもらっているが、２年・３

年の状況は希薄になっている。 

        ・ＰＴＡ活動の更なる充実。 

 ※委員からの意見 

   ・遅刻数の減少で成果が上がっているとお聞きしましたが、数年前の会議では驚くほどの数字が出てい

たのを記憶している。成果が上がっている状態を続けてほしい。 

   ・地域連携という点でも、地域連携指数という計算も説明を受けました。また、地域の「春まつり」も

あるのでみどり清朋高校の生徒の参加をしていただけたらと思っている。 

   ・クラブ活動について、個々のクラブで成果が上がっているということですが、生徒のアンケートでは

クラブ活動に力が入っていないというのが多くみられ、年々下がっている。逆に先生の方は若干高い。

ここに実態があるのか。「課題解決力」にクラブ活動を重点に入れている。一方、クラブ活動の運営

は先生の負担が大きい。あるクラブでは部員数が減少して、風前の灯火のようなクラブもあり危機感

を感じる。高校なのでいろいろな課題を設けているが、「進学」が圧倒的中心になり、それプラスα

ということになっている。社会に出れば、知識よりも自分で問題解決をする能力が求められている。

教育という観点からは、進学率が重視されている。このへんが課題かなと感じる。 

 

７．意見交換・その他 

   ・先ほどの意見に「ドキッ」とさせられた。圧倒的に本校を含めて、「勉強」に重心を置いて学校経営

を行ってきている。本当にそれだけでいいのかというご指摘を受けた。自分の子どもも、クラブをや

ってきたということが、社会に出て役立っている。同じクラブの仲間が財産になっている。これを学

校としてどう保障していくのか。体育大会で見事な演技をした団があったが、そういう生徒の力は、

授業や補講も大事だが、生徒同士の中で育っていく。クラブ活動も、顧問対生徒という関係のクラブ

もあるが、仲間同士でお互い伸ばし合っていくことも大切。働き方改革で、クラブの時間の見直しが

言われ、専門員に任せるべきともいわれている。果たしてそれで大丈夫なのか。先ほどの意見で、改
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めて考えさせられた。 

   ・20年前に、「これからは学力の社会ではない」と言われてきた。「自分で考える力」を養うことが必要。

20年たってどうかというと、就職するときには「学力社会」。入れるかどうかは「学力」で、入って

からは「考える力」があるかないかで仕事を成功するかどうかが決まる。ただ上位の大学卒業者は官

庁ではなく、自分考えてやりたいことを見つけて起業したりしている。20年たって世の中が変わりつ

つあるのか。 

 

９．事務連絡 次年度の予定 

   令和２年度 実施計画 

   第１回 令和２年６月18日（木） 14：00～15：30 

   第２回 令和２年10月５日（月） 11：00～12：30 

 第３回 令和３年２月１日（月） 11：00～12：30 

 

            以上 


